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編
　
集
　
後
　
記

　
秋
冷
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
諸
氏
に
は
、

益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

．
定
期
に
五
九
巻
六
号
を
お
届
け
で
き
る
こ
と
を

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
本
号
に
は
、
国
史
博
士
課

程
の
勝
山
清
次
氏
に
よ
る
「
累
層
保
の
成
立
に
つ

い
て
」
　
京
都
府
立
大
学
助
教
授
若
松
寛
氏
の

「
ロ
シ
ア
史
料
よ
り
見
た
グ
シ
汗
の
事
績
」
　
現

代
史
博
士
課
程
の
藤
本
博
生
氏
の
「
パ
リ
講
和

会
議
と
日
本
・
中
国
」
の
三
論
説
と
、
信
州
大
学

教
授
武
居
良
明
氏
に
よ
る
研
究
ノ
ー
ト
「
中
世

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
領
主
都
市
の
二
類
型
」
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
四
篇

の
書
評
と
ユ
ニ
ー
ク
な
紹
介
と
を
得
、
ま
た
欧
文

レ
ジ
メ
に
つ
い
て
は
、
西
洋
史
研
究
室
諸
兄
の
協

力
を
え
ま
し
た
。

　
勝
山
論
文
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
末
期
ま
で

に
お
け
る
中
央
宮
衙
に
対
す
る
上
納
物
納
入
制
度

の
変
遷
の
中
で
、
主
に
諸
司
納
物
を
中
心
に
し
て
、

中
世
的
な
所
領
の
一
形
態
で
あ
る
便
補
保
の
成
立

を
追
究
し
た
力
作
で
あ
る
。
若
松
論
文
は
、
一
七

世
紀
ロ
シ
ア
古
文
書
を
用
い
て
、
従
来
、
不
鮮
明

で
あ
っ
た
北
ア
ジ
ア
最
後
の
遊
牧
帝
国
ジ
ュ
ン

ガ
ル
汗
国
学
イ
ラ
ト
の
ハ
ー
ソ
グ
シ
汗
の
青
海

進
出
以
前
の
姿
を
、
生
き
い
き
ど
描
き
だ
す
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
藤
本
論
文
は
、
パ
リ
講
和
会

議
に
お
け
る
「
人
種
案
」
と
、
従
前
あ
ま
り
触
れ

ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
日
使
飼
喝
事
件
を
と

り
あ
げ
、
世
界
現
代
史
の
一
環
で
あ
る
日
中
関
係

史
に
果
し
た
影
響
と
役
割
を
追
求
す
る
。
そ
し
て

日
本
で
は
対
欧
米
協
調
か
ら
ア
ジ
ア
ー
モ
ソ
ロ
ー

主
義
へ
の
移
行
、
中
国
で
は
よ
り
一
層
共
産
主
義

へ
の
接
近
が
な
さ
れ
、
五
・
四
運
動
へ
と
つ
な
が

っ
て
ゆ
く
過
程
を
克
明
に
お
っ
た
労
作
で
あ
る
。

武
居
論
文
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
領
主
都
市
を
と

り
あ
げ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
レ
ス
タ
ー
、
ニ
ュ

ヵ
ー
ス
ル
の
三
都
市
を
比
較
し
て
、
中
憧
領
主
都

市
に
は
二
類
型
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
号
は
六
号
で
あ
る
か
ら
、
五
九

巻
全
体
に
つ
い
て
も
み
て
お
き
た
い
。
論
説
で
は
、

国
史
七
篇
、
東
洋
史
三
篇
、
西
洋
史
四
篇
、
現
代

史
三
篇
、
地
理
一
篇
、
考
古
二
篇
、
ノ
ー
ト
で
は
、

国
史
・
西
洋
史
・
西
南
ア
ジ
ア
史
の
各
一
篇
で
あ

る
。
特
に
国
史
、
東
洋
史
、
西
洋
史
、
現
代
史
は
、

編
集
会
議
に
か
か
る
論
文
の
数
が
多
く
、
編
集
委

員
の
間
で
採
否
を
め
ぐ
っ
て
激
論
の
交
わ
さ
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ぼ
で
あ
る
。
そ
の
点
、
西
南
ア
ジ

ア
、
地
理
、
考
古
は
、
相
対
的
に
論
文
数
が
少
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
会
員
諸
氏
は
、
投
稿
規
定

を
参
照
さ
れ
て
、
編
集
委
員
会
宛
に
ふ
る
っ
て
原

稿
を
御
送
付
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
会
員
諸
氏
の
た
め
、
ま
た
寄
稿
さ
れ

た
方
々
の
た
め
に
も
、
定
期
の
刊
行
を
持
続
す
る

よ
う
編
集
子
一
同
、
奮
闘
し
て
ゆ
き
た
い
と
念
じ

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
投
稿

や
会
費
納
入
な
ど
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員

各
位
の
さ
ら
な
る
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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